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文化財施設の催し案内
安中新田会所跡旧植田家住宅

☆問合せ先　 992−5311

文化会館の催し案内
☆問合せ先
　 924−9999
　 924−5010

１月５日自動抽選分の申込受付　平成24年１月５日〜２月
５日分の大・小・レセプションホール、展示室と、平成23
年７月分のそのほかの施設は、12月５日〜 25日に、文化会
館１階窓口またはホームページから申し込んでください。

貸
館
受
付
け

［出演］
　ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル
　大阪府立淀川工科高等学校吹奏楽部
　指揮：丸谷明夫（大阪府立淀川工科高等学校）
　　　　前田昌宏（ミ・ベモルサクソフォンアンサンブル）

［プログラム］
  Ｊ.Ｐ.スーザ/美中の美、チャイコフスキー /大序曲「1812年」ほか

２/13 日

午後２時開演　大ホール　全席指定
一般3,500円、18歳以下1,500円（当日各300円増）

コラボ！淀工＆ミ・ベモル
〜音楽の力は無限大!! 〜

好評発売中

大和川付け替え関連展示

12月１日（水）
〜１月30日（日）

就学前の子どもの入場はできま
せん。
一時保育あり（500円。定員20人。
10日前までに予約のこと）

※�文化会館ホーム
ページからもチ
ケット購入がで
きます（一部対象外）。 ■観覧料　大人200円、高校・大学生100円、中学生

以下・障がい者手帳などを所持する人と介添人１
人は無料。20人以上の団体は半額。
■開館時間　午前９時〜午後５時（入館は４時30分

まで）
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　大阪平野の成り立ちや大和川付け替え以前の長瀬
川・玉串川流域図のほか、新田地域の「ちょっと昔」
の様子をパネルで展示します。




